　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式２
平成２９年度能美市福祉施設活動助成事業計画書（例）
	事　業　名
	事　業　内　容

	１　地域住民との交流を目的とした事業

　・福祉施設の行事等を通じて、利用者と地域住民が交流し、相互理解を図る


	《例えば》
＊市内各地区で開催されている「いきいきサロン」に参加し、日
　頃のレクリエーション等を提案したり、地域の要介護予防の方やボランティアの方と交流を図る
＊市、各種機関・団体主催の福祉行事にボランティアとして参加

　し、交流を図る

＊施設行事の際に、地域住民からボランティアを募り、お手伝い

　して頂く中で、高齢者・障害者や施設職員と交流しながら福祉への理解と関心を持って頂く　　
＊施設行事の際に、施設利用者だけでなく近隣地域の高齢者や障害者を招き、交流し近隣住民・地域との関わりを深める
上記はあくまで例です

	２　地域住民への日常の介護支援につながる事業

　・地域で暮らす高齢者や障害者及び介護者に対し、専門職としての知識や技術をもちい、日頃の悩みや相談への助言を行う　　


	《例えば》

＊介護者・家族を対象に介護技術・知識を伝える介護教室の開催

＊介護者・家族を対象に悩み・相談窓口設置　　　　　　　　　　　　
＊市内の一般の方や有資格者ではあるが、現場から遠ざかっている方を対象に介護技術・知識を伝える介護教室を開催し、地域

　の介護力を高める

＊施設利用者だけでなく地域に出向き、地域の高齢者や障害者を

　対象に介護予防・重度化予防につなげたり、日頃の悩みや相談に助言する行事を集会場等にて開催
上記はあくまで例です

	３　職員の資質の向上を目的とした事業

　・調査、研究、および研修を行い、専門職としての知識や技術の向上をはかる
	＊自由に企画して頂いて結構ですが、内容を精査させて頂くこと
をご了承ください。

	４　その他、モデルとなるような先駆的事業


	《例えば》
＊施設を会場として地域の方々に開放してコミュニティカフェや、認知症カフェなどを開催することで、利用者や家族、住民、専門職など誰もが参加できる場として関わり、福祉意識の啓発となる取り組み

＊自由に企画して頂いて結構ですが、内容を精査させて頂くこと

をご了承ください。


